
   

 

案件概要表 

Ⅰ．提案事業の概要 

1．対象国名 ラオス人民民主共和国 

2．案件名 官民協働による協同組合の設立・参加促進を通した地域住民が主体となっ

た未来づくり支援プロジェクト（草の根パートナー型） 

3．事業の背景と必要性 貧困な農村部であるアタプー県に対し、フェーズ 1（2017 年度～2019 年

度）では、同国の伝統的なモチ米の酒協同組合の設立・運営支援を行った。

本事業（フェーズ 2）では、その成果を活かし、同県の行政の能力強化・マ

ニュアル整備や組合間のネットワーク構築を行う必要がある。 

4．プロジェクト目標 アタプー県において住民主体の協同組合を設立・普及する基盤が整う。 

5．対象地域 アタプー県 

6．受益者層 

（ターゲットグループ） 

アタプー県民：特に①サイ村ラオラオ酒協同組合メンバー約 40 名、②同組

合の収入等の地域還元先（サイ村民約 2500 名）、③新規設立協同組合メン

バー数十名程度、④県商工局・農業局職員、各郡担当職員数十名 

7．生み出すべきアウト

プット及び活動 

<アウトプット> 1. アタプー県行政と共にアタプー県内に新たに複数の

協同組合を設立・運営する。2. ラオラオ酒協同組合の持続可能な運営マネ

ジメントの仕組みを構築する。3. アタプー県内において協同組合の設立・

運営に必要なマニュアルを整備する。 

<活動> 1.候補地域・商品の調査・選定、住民への説明と組合設立・運営

支援等、2.営業・経理等の支援、モデル資料の作成・使用、還元案の検討・

実施支援等、3.マニュアル作成、協働組合協議会の設立・運営支援等 

8．実施期間 （西暦） 2022 年 7 月～2026 年 6 月（4 年 0 ヵ月） 

9．事業費概算額  94,163,300 円 

10．現地カウンターパ

ート 

アタプー県商工局 

各組合間で連絡を取りつつ、実施団体が遠隔で助言し、現地調査・本邦研修

で集中的なラオラオ酒協同組合への継続的な技術支援や新たな協同組合の

設立・運営への支援を行い、その成果をアタプー県商工局が中心となって

マニュアル化していく。 

Ⅱ．実施団体の概要 

1．団体名 生活協同組合コープおきなわ 

2．活動内容 商品の共同購入・販売の他、地域の組織化や商品開発・産業育成、主婦・女

性のエンパワーメント等を行っている。 

 


